工業数理（M専門科目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【2005年度用】
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科目名：工業数理（英文科目名： Industrial Mathematics）

　　　　2単位　必修　機械工学科１年　通年　

担当教官：増淵　寿　（居室：機械工学科棟2階）

　　　　Tel: 0285-20-2200    E-mail: masubuti@oyama-ct.ac.jp
授業目的：

1． 工業の専門科目を学ぶために必要となる数学や物理の基礎・基本を身につける。
2． 電卓（ポケットコンピュータ）の基本的な使用法を修得する。
達成目標：

1． 工学の具体的な現象を処理するのに、数式やグラフを道具として活用できる。
2． 測定値および測定値を用いた計算結果の正しい表現法を身につける。

3． SI単位を理解し、単位をもった物理量の計算ができる。
4． 三角関数とベクトルに関する基礎を修得し、速度や力などのベクトルの計算ができる
5． 力・加速度の概念を理解し、力のつりあいや、物体の運動に関する基本式を作れる。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
カリキュラム中の位置づけ

この科目を学ぶために、前年度までの履修科目で本科目と関連性のある科目

中学校で学んだ数学および理科科目全般
現学年でこの科目と関連性のある科目

基礎数学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ（三角関数、指数計算、関数とグラフ），工作実習，物理
次年度以降に学ぶ、この科目に関連性のある科目

工業力学
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
教科書：自作のプリントを使用する。

参考書：

１．工業物理編集委員会：「知りたい工業物理」　ジャパンマシニスト社（1999）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
授業内容：

1． 事象とグラフ－ギリシア文字、グラフの書き方、実験式、1次関数、フックの法則（3週）

2． 有効数字と誤差－測定値と誤差、有効数字、数字の丸め方、誤差の原因、測定値を用いた計算（４週）

3． 指数の計算－指数法則（1週）

4． 科学的記数法－大きい数、小さい数、漢字交じりの数（3週）

5． ＳＩ記号と単位の換算－SI単位の構成、接頭語、速さと加速度、速度－時間線図、ニュートンの運動の法則、重力、仕事・仕事率、圧力、重力単位系、単位の換算（8週）

6． 三角比－三角比の基礎、代表的な角に対する三角比、三角関数表（2週）

7． ベクトル－ベクトルの基礎、速度・合速度、相対速度、ベクトルの成分、力、力のつり合い（5週）

8． 回転運動－回転速度と角速度、歯車・チェーンによる回転の伝達、トルク、自転車の運動（4週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
評価方法：

　　評価は下記3項目の加重平均によって行う。

１．定期試験（７０％）

２．演習問題や課題の解答内容（２０％）

３．授業の出席状況と受講姿勢（１０％）

連絡事項：

１．授業方法は講義を中心とし，演習問題や課題を出して解答の提出を求めます。

２．授業中に配布する問題を必ず解き、正確に解答できるようにして下さい。

３．定期試験は時間を６０分とし，計算機の持ち込みは可とします。

４．授業には、必ずポケコンを持参して下さい。また、定規、方眼紙、レポート用紙（いずれもA４サイズ）を使用するので準備して下さい。
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